
 

１．総務本部執行方針（案） 
文部科学省及び神奈川県教育庁より、財団法人の「インターネットによる公益法人のディスクロー

ジャー」についての指導が昨年末なされました。 

SAKでは既にホームページを立ち上げ、その活用が多くの会員に親しまれ、大きな成果を残して

います。今後、経理内容も随時ディスクローズしてまいります。 

 総務本部は「時代に合った組織づくり」と「会員サービス」向上を目指し、以下の活動を展開いた

します。 

①  事務所のＩＴ推進について 

・ 事務所内のPC、コピー、ＦＡＸ、スキャン、ネットワーク等の整備はかなり進みました。

今後は運営の充実へと歩みを進めます。 

・ ホームページは経理内容（収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録等）も

含め公開し、その充実へ努力します。 

 

② マスメディアの活用について 

・ メディアの「ＳＡＫだより」「ジャーナル」「グラフィック」「神奈川新聞」等と連携し、そ

のメディア活用を進めます。 

 

③ 財源確保と長期的財政の安定について 

・ 今期同様会員減少がみられる中、他団体との連携も視野に入れ、安定財源確保の努力を致し

ます。 

④ 規約・規程類の整備について 

・ 整理されつつある規約・規程類はそれぞれの機能（理事会、評議員会、加盟団体等）を活用

し、誰でもが運営出来るよう整理し、検討を加えていきます。 

   

⑤  ＳＡJ登録制度の簡素化とSAK会員、有資格者登録の整理について 

・ 会員登録では未だ迷惑をおかけ致しております。ＳＡＪ側の登録用紙に問題がありますので、

更にＳＡＪと連絡をとり、監視を強めながら、スムーズな登録環境整備を行います。 

・ 県下の有資格者登録台帳のあり方を検討し、結論を出して行きます。 

 

⑥ 北海道事業の充実について 

北海道事業は昨年若手リーダーの活用を仰ぎ、３００名を超える参加者を得ました。 

シーズンインの行事の位置付けを明確にし、更に充実させます。 

⑦ スノーボードは組織作りが急務なため、所管本部を総務本部として教育・競技本部と連携して運 

営します 

平成１４年度 総務本部事業予定 

Ｎｏ 行  事  名 期       日 会     場 

１ 評 議 員 会 平成1４年 ７月２７日（土）1３時～ 県社会福祉会館 

２ 手続き要領説明会 平成１４年 ９月１４日（土）1３時～ 県民センター 

３ 北海道行事 平成１４年１２月１０日（火）～１５日（日）  北海道 
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